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ペップトーク講演会 
～生徒、保護者・地域の方、教職員が同じ内容を受講～ 

２月６日（金）に県の研究委託事業「学びづくり」の一環として「ペップトーク講演会」
を実施しました。第 1部として５，６時間目に１，２年生徒を対象に「～もっと"自分を好
きになる”言葉の力～PEPTALK」と題して、15時からは第 2部として保護者・地域の方を対
象に「ペップトーク～思いが伝わるコミュニケーション～」と題して、生徒のやる気を引

き出し、前向きに挑戦できる言葉がけについて学びました。 
講師はペップトーク普及協会の鈴木 理恵さんにお願いしました。鈴木さんは本校の学

校運営協議会（コミスク）委員を務める元保護者であり、「みんなの居場所・れいんぼ～か
ふぇ」代表としてこの地域の青少年育成に活躍されているのでご存じの方も多いと思いま
す。生徒向け講演会では「りーさん！」と愛称で呼ぶ生徒もいて、第 2 部でもほとんど顔
見知りの参加者だったため、どちらも和やかで温かい雰囲気でお話を聞くことができまし
た。 

～第１部「生徒向け講演会」～ 
「ペップトーク（Pep Talk）」とは、選手、生徒、部下などを励ますのに、監督やコーチ

などの指導者が試合前（本番前）に使う「激励のショートスピーチ」のことです。「Pep」
は英語で、元気、活気、活力という意味です。内容としてはＷＢＣ決勝戦を前に大谷翔平
選手がミーティングで「憧れるのをやめましょう」と語った「ペップトーク」を紹介する

など身近な例を紹介しながら、「励まし方を学ぼう」という視点でペアワークに取り組んだ
り、受容・承認・行動・激励というペップトークの構成を知り「足りないところに目を向
けないで、ある物に目を向ける」、とらえ方を変換してマイナスをプラスに変える「あきっ
ぽい⇒好奇心旺盛」「問題が起こった⇒改善のチャンス」、「〇〇しないで」と言うのは逆効
果なので「走らないで⇒歩きましょう」など具体的な例をたくさん教わりました。 
また、脳科学の視点から、人は「梅干しを想像しないでください」と言われても梅干し

を想像してしまう。心理学の視点から「今日は、頑張ってるね」と言われるのと「今日も
頑張ってるね」と言われるのでは、たった一字の違いでも感じ方が違う、だから伝え方が
大事ということも科学的で興味深い内容でした。さらに、人によって言われて嬉しい言い
方、やる気になる表現があり、その人にぴったりの言葉を選ぶことも大切ということも学
びました。 

講演の中で使われた「ありがとうは最幸のペップトーク」 
という言葉が特に印象に残りました。 
 
 
 
 
 
 
 

 

学校だより 



～第 2部「保護者・地域の方向け講演会」～ 

第２部の保護者・地域の方対象の講演会では、ご自身の子育ての体験を例に、「プッペト
ーク」についてのエピソードが印象的でした。「愛情」を込めて「あなたのため」と思って
声をかけるが、ついつい「いい加減にして」とか「いつも言ってるでしょ」とか「そのく
らい出来ないの」などと「プッペトーク」になってしまい、かえって子どものやる気をそ
いでいた。「ペップトーク」に出会い、子どもの存在そのものを認め、子どもの感情、置か
れた状況を理解し、やって欲しい行動と日頃の感謝を伝え、信頼し期待を込めて激励する、
という「ペップトーク」の声かけに変えて、関係性が良くなり、自分自身がイライラする
ことが激減したと語っていました。 
「生徒向け講演会」でも行われていたペアワークは大人同士でも楽しく、新たな気づき

があり、「帰ったら夫にペップトークを試してみよう」といった前向きな気持ちになれたと
いう感想が参加された方から聞かれました。 
 

 
 
 
 
 
 

～１２月２２日（月）「教職員向け講演会」～ 
「ペップトーク講演会」は「生徒向け」「保護者・地域の方向け」の前に１２月２２日（月）

に「教職員向け」を実施しています。講師はペップトーク普及協会の松島 斉さんで、県
立湘南高校の先生であり、かつては藤沢高校や鶴嶺高校でバレーボール部を関東・全国大
会に導く指導者でした。 

松島先生は自らを「しくじり先生」と称し、バレーボール部の指導を通して経験した失
敗から「ペップトーク」に出会い、部員のやる気を引き出す言葉かけを学んだと語ってい
ました。「しくじり先生」だった頃は、部員に対して、とにかく厳しく「ダメ出しの言葉」
浴びせる「プッペトーク」の指導を繰り返していました。ある時、部員達が「先生の指導
にはついて行けません退部します」と言い出して、バレーボール部が存続の危機を迎えま
す。松島先生は部員に頭を下げ、自らの指導を反省し、そこから「ペップトーク」につい
て学び、指導で実践していきました。 
「ペップトーク」を指導に取り入れる前は、大事な場面で選手が失敗を恐れ、失敗した

時に先生から注意されることを気にして、本来の実力を発揮できずに競り負けることが多
かったそうです。それが、「ペップトーク」を指導に取り入れてからは、ピンチの場面でも
選手同士が「ペップトーク」で励まし合い、選手一人ひとりが「セルフトーク」の中で「ペ
ップトーク」を唱える事で、失敗を恐れることなく実力を発揮できるようになったそうで

す。全ての試合に勝てるわけではなく、うまくいかないことも多くありますが、失敗や敗
戦を以前のようにネガティブに捉えるのではなく、次への課題、成功へのヒント、成長へ
のチャンスと前向きに捉えられるようになったことで、全国大会にも出場する強豪校へと
変わっていったそうです。 
この講演を聴いた教職員は、その翌日から「生徒が遅刻してきても、すぐ〝ダメじゃな

いか！〟と叱らないで、何かあったのかい（受容）、いつも遅れないのに珍しいね（承認）、
今度からは遅れないように早く準備するんだよ（行動）、これからも期待しているよ（激励） 
というペップトークでいかないとね！」なんて会話が職員室で聞かれるほど、ちょっとし
たブームになりました。 
１２月１７日（水）に行われた横浜国立大学の池田敏和先生による講演会「次代を豊か

に生きていくために、児童・生徒につける必要のある力」に続き、生徒、保護者・地域の

方、教職員が思いを共有する講演会となりました。 



３年生の公立高校入試が終了、特別日課・卒業式へ 
～自分らしく、御中生らしく、自分も人も大切に～ 

2 月１９日（木）に神奈川県公立高等学校入学者選抜の共通選抜が終了し、3 年生は 20
日（金）から特別日課となりました。この後、合格発表、二次募集・定通分割選抜と続き
ますが、3年生の皆さんは学力検査（面接・作文・特色）という大きな試練を乗り越え、ほ
っと一息ついていることでしょう。 
「努力の上の辛抱という棒を立て」勉強に取り組んできた皆さん、本当にお疲れ様でし

た。朝、挨拶をしている時に見る皆さんの顔はすっきりと晴れやかな表情が多く見られま
す。しかし、顔には出さないけれど、まだ発表を前に大きな不安を抱えている人も多いこ
とでしょう。 
合格発表も含め、卒業式までの特別日課は行事や講演会・イベントがたくさんあります。

中学校 3 年間の自分の歩みを振り返り、整理する期間ともいえます。卒業まであとわずか

ですが、自分らしく、御中生らしく、自分も人も大切に過ごしてほしいと思います。   
 

【大人から挨拶・声かけ運動 1 月 7 日（水）】 

 

 

 

 

 

【２年生 オペラ教室 1 月 29 日（木）】 

 

 

 

 

 

 

 

【積雪 2 月 8 日（日）】 

 

 

 

 

 


